
- 音楽 (安藤 )４ -

６ 第三次単元構想図（１７／１７時間完了）

○ひとり調べの時数 ◎かかわり合いの時数 問い ◆ほりおこし ◇事前学習
【単元前の子どもの姿】

・具体的な目標を意識し，着実な進歩に価値を感じながらものごとに取り組むことができる子ども。

・仲間と一緒に楽しさを共有することによさを感じている子ども。

・音楽の特徴を感じ取りながら楽曲を聴くことができ，音楽の多様性におもしろさを感じている子ども。

［教師支援］

頭に残ってしまうＣＭ◆ ＣＭ音楽を演奏するよ◇ ◆ 印象的なＣＭについてスピーチ

・おもしろいリズムで耳に残るよ ・ぴったりな音だとおもしろいよ をすることで，短くても頭に残っ

・ついメロディーをうたっちゃうよ ・ことばを音にするっておもしろい てしまう音楽があるという意識を

附属岡崎小学校のメロディーを作るよ ほりおこした。

・楽しんでもらえる音楽にしたいな ・うたってもらいたいな ② ◇ ほりおこしで挙げられたＣＭの

・いろいろな高さの音を使いたいな ・リズムを工夫してみたいな 音楽について，実際に音にしたり

問いを生むかかわり合い 楽譜を見るたりすることで，耳に

残るＣＭの音楽的な工夫を意識す

ることができるようにした。

※１ ＣＭ音楽を演奏するなかで読譜

について学習する時間を設けること

で，旋律づくりの際の助けとなるよ

うにした。

みんなの耳に残る附属小のメロディーをつくりたいな ※２ 創作した旋律を附属小のホーム

ページで流すという具体的な発表の

リズムを考えるよ 音の並び方を考えるよ 場を設定することで，旋律づくりに

・タッカを使って楽しくするよ ・一つだけ音を高くするよ ④ おける目的意識を強められるように

・一か所だけタッカを使うよ ・音を上下させて楽しくするよ した。

つくったメロディーをうたってもらって聴いてみるよ ※３ どのような旋律にしたいかにつ

・タッカがたくさんあっておもしろいな ・だんだん高くなっていて楽しい ② いての意識を音楽を形づくっている

・伸ばす音を使うと落ち着いた感じ ・急に音が飛ぶとおもしろいよ 要素を視点に板書を構成することで

・途中に変化があるとおもしろいな 作品づくりに向けて思いや意図をも

追求を見直すかかわり合い つことができるようにした。

※４ 子どもたちの作品や既習の楽曲

の楽譜を掲示することで，リズムの

類似性や音の使い方を共有したり参

考にしたりすることができるように

した。

※５ 自分の作品を客観的に見つめ直

すことができるよう，実際にできた

リズムの変化を考えるよ 音の並べ方に変化をつけるよ 旋律を仲間にうたってもらい，感じ

・一つ一つの音を短く切るよ ・一つだけ＃や♭を入れるよ ④ たことを交流する場を設けた。

・音を切ってまとまりをつくるよ ・途中で音の動き方を変えるよ ※６ 子どもの作品の録音を流した

みんなそれぞれの工夫があるよ り，実際に楽譜を提示したりするこ

映像と録音を合わせて見てもらうよ とで，音や楽譜を根拠にかかわるこ

・楽しんで聴いてくれてうれしい ・伝えたい思いが伝わったよ ② とができるようにした。

・自分の工夫を聴き取ってもらえた ・意識していなかったよさに気づ ※７ 完成した旋律を，家族に聴いて

いてもらえたよ うたってもらったり，思ったことを

核心に迫るかかわり合い 尋ねたりすることで，自己の追求の

よさを感じ取ることができるように

した。

※８ 自分たちの思いと音楽を形づく

っている要素をもとに板書を構成す

ることで，それぞれの要素の工夫が

聴き手にどのような印象を与えるの

かを意識することができるようにし

ＨＰでつくった音楽を流すよ た。

・みんなに楽しんでもらえるといいな ・みんなにうたってもらいたいな

【単元後の子どもの姿】

・ことばに合う旋律を考えていく活動を通して，自分の納得のいくまで粘り強く追求しようとする子ども。

・仲間と考えながら活動したり，作品を創り上げていくことによさを感じる子ども。

・日常のことばの語感とリズムや音の高さを関連づけながら旋律や楽曲のよさを感じることができる子ども。

リズム 音の並び方
・短い音長い音を組み合わせたいな ・最後を高くして明るくしたいな
・タッカのリズムを使ってみたいな ・音が飛びすぎないようにするよ

・高い音で終わるようにして耳に残る音にしたいな ※３

○①

＜自分の作品にどんな変化をつけようかな＞
リズム 音の動き方

・長い音をつかってつくるよ ・♯を一つ入れてみたよ
・途中に休符を入れてみたよ ・上り下りの動きにしたよ
・タッカもシャープも使ってみたよ ・音が飛ぶところをつくったよ

音楽に変化をつけるとおもしろくなるね ※６

○①

＜音楽をつくっていくときに大切なこと＞
思い 音の工夫

・伝える思いをもつ 思いと工夫をつなぐ ・リズムや音の工夫
・楽しんでもらう 何度も聴いて確かめる ・色々な音をつかう
・伝えたい様子

表したい思いをもとにリズムや動きを工夫することが大切だね ※８
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